
　平成19年度京都府立高等学校特色選抜について、２月1日及び2日に願書の受付を行いました。
　概要は、下記のとおりです。

１　志願者数等 （参考：⑱選抜状況）

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ/Ｂ)

第 Ⅰ 類
第 Ⅱ 類 （ 文 理 ）
第 Ⅰ 類
第 Ⅱ 類 （ 人 文 ）
第 Ⅱ 類 （ 理 数 ）
第 Ⅰ 類
第 Ⅱ 類 （ 文 理 ）
第 Ⅰ 類
第 Ⅱ 類 （ 理 数 ）
第 Ⅱ 類 （ 文 理 ）
第 Ⅰ 類
第 Ⅱ 類 （ 文 理 ）
第 Ⅰ 類
第 Ⅱ 類 （ 文 理 ）
第 Ⅰ 類
第 Ⅱ 類 （ 文 理 ）
第 Ⅰ 類 16 33 2.06 16 55 3.44

第 Ⅱ 類 （ 文 理 ） 12 35 2.92 12 47 3.92

第 Ⅰ 類 40 4 5 1.25 4 2 0.50
第 Ⅱ 類 （ 文 理 ） 40 4 6 1.50 4 7 1.75
第 Ⅰ 類 200 20 46 2.30 24 64 2.67
第 Ⅱ 類 （ 文 理 ） 40 4 5 1.25 4 26 6.50

南丹 第 Ⅱ 類 （ 文 理 ） 40 4 13 3.25 4 18 4.50
第 Ⅰ 類 120 12 40 3.33 12 30 2.50
第 Ⅱ 類 （ 文 理 ） 40 4 14 3.50 4 13 3.25
第 Ⅰ 類 40 4 5 1.25 4 6 1.50
第 Ⅱ 類 （ 文 理 ） 40 4 14 3.50 4 6 1.50
第 Ⅰ 類 120 12 28 2.33 12 33 2.75
第 Ⅱ 類 （ 文 理 ） 80 8 15 1.88 8 17 2.13
第 Ⅰ 類 120 12 33 2.75 12 44 3.67
第 Ⅱ 類 （ 人 文 ） 40 4 14 3.50 4 14 3.50
第 Ⅱ 類 （ 理 数 ） 40 4 15 3.75 8 38 4.75
第 Ⅰ 類 200 20 50 2.50 20 58 2.90
第 Ⅱ 類 （ 人 文 ） 40 4 12 3.00 4 8 2.00
第 Ⅱ 類 （ 理 数 ） 40 4 9 2.25 4 14 3.50
第 Ⅰ 類 200 20 51 2.55 20 53 2.65
第 Ⅱ 類 （ 文 理 ） 40 4 13 3.25 4 30 7.50
第 Ⅰ 類 160 16 28 1.75 16 50 3.13
第 Ⅱ 類 （ 文 理 ） 40 4 10 2.50 4 16 4.00
第 Ⅰ 類 80 8 12 1.50 8 29 3.63
第 Ⅱ 類 （ 文 理 ） 40 4 3 0.75 4 9 2.25
第 Ⅰ 類 200 20 19 0.95 20 51 2.55
第 Ⅱ 類 （ 文 理 ） 40 4 11 2.75 4 15 3.75
第 Ⅰ 類 120 12 19 1.58 12 34 2.83
第 Ⅱ 類 （ 文 理 ） 40 4 12 3.00 4 12 3.00

4,280 428 1,124 2.63 412 1,291 3.13

※南陽高校及び口丹・中丹・丹後通学圏では、類・類型別に選抜する。

２　今後の日程
　　面　接・作文等：平成19年２月15日（木）
　　合　格　内　定：平成19年２月20日（火）

＜問合せ先＞　府教委　高校改革推進室　　推進係　直通(075)414-5848(内線5848)
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平成19年度京都府立高等学校特色選抜に係る志願者数について

平 成 19 年 2 月 2 日

高 校 改 革 推 進 室

募集
人員

志願
者数

倍率

35 2.19

28 64 2.29

28 109 3.89

20 41 2.05

16 61 3.81

16

3.44

28 127 4.54

16 55

※東宇治高校普通科第Ⅱ類英語系は特色選抜による募集は行っていない。

計

南陽 280

須知

綾部

福知山

北桑田

亀岡

240 24 38 1.58

160 16 36 2.25

240 24 109 4.54

280 28 105 3.75

城陽 320 32 71 2.22

莵道 320 32 133 4.16

東宇治 200 20 62 3.10
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広報資料

　・特色選抜は、平成16年度選抜から山城通学圏の普通科第Ⅰ類及び第Ⅱ類設置校で実施し、平成18年度選抜から新たに口
　　丹・中丹・丹後通学圏で実施している。「面接及び作文又は小論文」「報告書」及び「自己申告書」により、定員の
　　10％について前期に選抜を行う。
　　なお、学力検査は実施しない。
　
   ・倍率が最も高い高校は、山城通学圏では、久御山高校、口丹通学圏では、園部高校、須知高校の普通科第Ⅱ類、中丹通学
　　圏では、福知山高校普通科第Ⅱ類（理数）、丹後通学圏では、網野高校普通科第Ⅱ類である。


